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国際ロータリー第２７３０地区国際ロータリー第２７３０地区

２００９～２０１０年度
ＲＩテーマ

１．点　　　　　　　鐘
２．ロータリーソング
　　「我 ら の 生 業」
３．四 つ の テ ス ト
４．会　長　の　時　間
５．ハッピー BOX 披露『会長より』

６．幹　 事　 報 　告
７．出　 席　 報 　告
８．委　員　会　報　告
９．次　年　度　計　画
　　「クラブ管理運営委員会」
10．点　　　　　　　鐘

 本日のプログラム

【親睦活動月間】
佐土原ロータリー月間テーマ

第1118回　  平成 22 年 6 月 9 日（水）

第1117回の記録　  平成 22 年 6 月 2 日

　会長 の 時 間

会　　長 ： 柳田　光寛　　　副 会 長 ： 藤堂　孝一
幹　　事 ： 荒武　義博　　　会報委員長 ： 林　　厚雄
会　　計 ： 日高　邦孝
事 務 局 ： 吉野由里子　宮崎市佐土原町下田島 11703-18
　　　　　 　　 TEL：0985-62-7833　FAX：0985-62-7877
例 会 日 ： 毎週水曜日
例 会 場 ： 佐土原商工会 2Ｆ　TEL：0985-73-2567

6月16日（水）・・・会員卓話「郡司武俊君」

6月23日（水）・・・会長・幹事退任挨拶「柳田会長・荒武幹事」

6月30日（水）・・・年度末懇親会「松風軒さん予定」

　みなさんこんにちは、今日は1117回目の例会です。
　本日のお客様を紹介します、西都ロータリ―クラブ浜砂幸喜子さんと
「あじさい賞」贈呈の絵本の読み聞かせグループ「ポケット」会長の島
嵜洋次郎さんです。
　まずは、先週の例会後に行われた理事会の内容について報告します。
　内容は、当クラブとしての口蹄疫問題についての活動です。簡単に云
います当クラブ独自に義捐金を送るという内容です。金額は50万円を目
標として、クラブより一人頭１万円を会費の中から捻出し、足りない部分を寄付により賄うと云う事です。
　この問題は直ぐに解決するという問題では有りません。義捐金が目標金額に達した時点で佐土原町内のＪ
Ａ又は畜産組合に直接渡すというシステムにしたいと思っています。すでに個人で寄付されている方や会社
等で寄付されている方もいらっしゃることと思いますが御協力お願いします。
　６月はロータリー親睦月間となっています。
　「ロータリー親睦活動」は、国際奉仕の一部門です。現在、約80の親睦グループがあり、趣味や職業活動
を通じて、国際親善と奉仕に貢献しています。ガバナーは、地区に地区親睦活動委員会を設置するよう奨励
されています。より多くのロータリアンが、親睦活動に参加する事を奨励するために、この月間が設けられ
ました。又、最近はフェローシップ委員会と呼ばれ、飲み会やゴルフ等ではなく別の活動を奨励されている
ようです。
　先週の土曜日ですが、地区ロータリー研究会が宮崎観光ホテルであり会長エレクトの藤堂さんと二人で出
席して来ました。講師は第2710地区（広島・山口）パストガバナーで、ＲＩ長期計画委員会委員、ＲＬＩ日
本支部長の南園義一さん（鹿児島出身）でした。
　研究会の内容はロータリーの長期計画の事と新しく聞く言葉ですが、ＲＬＩ（ロータリー・リーダーシッ
プ研究会）の説明でした。
ＲＬＩの目的
『ＲＬＩは、ロータリアンの自主性と卓越した指導性
を涵養し、クラブの刷新性と柔軟性を育て、ロータリ
ーを活性化する事を目的とする』。と有ります。
　又、最後の方に次年度ガバナー補佐の西都クラブの
岩切さんを中心となって分区別に長期計画についての
話し合いが有りました。その中で宮崎クラブの会長エ
レクトの安田さんから今身近で起こっている口蹄疫被
害に対して、地域に根差す事が目標のロータリーとし
て何が出来るのかという提案があり岩切次年度ガバナ
ー補佐の方から、現在の取り組みの説明と今後分区と
して委員会の様なもの
を早急に立ち上げて対
策・貢献を図って行く
との事でした。
　最後にこれは、次年
度の事になりますが地
区協議会の開催は３～
４月になりＰＥＴが２
月になるそうです。

※例会変更届け～都城ＲＣ・都城北ＲＣ・都城西
　ＲＣより時間・会場変更の案内
※高鍋ＲＣ～６月の例会案内
※宮崎中央ＲＣ～
　現次期会長幹事会会場変更の案内
　シーガイアサミットホール

　幹事 報 告 荒武　義博 君

西都ロータリ―クラブ
浜砂幸喜子さん

▲



　　　　　　　　　　　　　　　　国際ロータリーの会員数は1995年まで右肩上がりで増加をしていましたが、
　　　　　　　　　　　　　　　それ以降 120 万人で横ばいの状態だそうです。減少している国はアメリカ・
　　　　　　　　　　　　　　　日本・オーストラリア等があげられ増加している国としては、韓国・インド
　　　　　　　　　　　　　　　・台湾などがあげられます。
　　　　　　　　　　　　　　　　特に日本の会員数が1999年は12万人いたのが2009年は 9万 3千人に減少し
　　　　　　　　　　　　　　　ているのが現状です。増強を図るためにいろいろ各地区に於いて取り組んで
　　　　　　　　　　　　　　　いる中で新しいロータリーの未来と題しての研究会が 5月29日に開催され柳
　　　　　　　　　　　　　　　田会長と私の二人で参加をしてきました。詳しいことは柳田会長から報告さ
　　　　　　　　　　　　　　　れたので省略しますが、会員の減少に伴い地区資金改革の必要性があること
　　　　　　　　　　　　　　　を長岡地区財務委員長が説明され資料に記載されております。その中で人頭
　　　　　　　　　　　　　　　分担金Ｂ区分の 6委員会に予算を渡し切りにしていた為、地区が把握せずに
資金の使い道を決められていたようです。今後検討しなくてはとのことでした。
　又、月信のメール化を図れないか検討していく予定とのことでした。ガバナーエレクト事務所費の問題等、
いろいろなことを簡素化しなければ人が増えているときは良いが、収入が減っているのに同じことはできなく
なる。
　必然的に値上げのお願いをすることにもなるので、それを避けるためにも分担金の在り方をここらで考え直
してみては如何なものかとの説明でした。佐土原クラブも検討する時に来ているのではないかと真剣に考えさ
せられました。

　　四つのテスト
　「言行はこれに照らしてから」

１．真実かどうか

２．みんなに公平か

３．好意と友情を深めるか

４．みんなのためになるかどうか

例会中は携帯電話の電源を切るか
マナーモードにして下さい・・・MEMO
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　出席状況　第 1113 回
　　　平成 22 年 4 月 28 日 ( 水 )

会　 員 　数　　　25 名
 　　　 (免除会員 2 名 )
出 席 者 数　　　21 名
欠 席 者 数　 　  4 名
出 　席　 率　　  91.0 ％
メークアップ　 　　0名
修正出席率 　   91.0 ％

☆本人誕生月～
　吉田　康一郎 君
　佐藤　高元 君
　倉元　光明 君
☆夫人誕生月～
　宮内　文功 君
☆記　念　月～
　郡司　武俊 君
　荒武　義博 君
　柳田　光寛 君

　６月 の セ レ モ ニ ー ～　あじさい賞授与式　～
※絵本の読み聞か
　せグループ「ポ
　ケット」会長の
　島嵜洋次郎さん

　委員 会 報 告

○広報委員長　　林　厚雄 君
　ロータリーの友 6月号よりご紹介致します。
　卓話の泉の「健康のため体温を上げると？」より。
　人は体温が高いほど免疫力が上がるそうです。例えば体温が35度だとが
ん細胞の動きが活性化するという報告もあるそうです。
　漢方薬の70％にジョウガが使われているように、食べると体が「ぽかぽ
か」し、発汗・保温作用は抜群で、血管を拡張し、血流を良くして、血圧
も下げるようです。また胃液・腸液・胆汁などの分泌が良くなるので、消
化も助けてくれます。呼吸器のもよく、殺菌力もあるショウガを日々の生活に取り入れてはどうでしょうか。
（ちなみに、佐土原町はショウガの特産地です。大いにショウガを使った食事を楽しんで下さい。）
　言いたい・聞きたい「飽食のロータリーに」より。
　ロータリーの恒例の懇親会で、宴会の最後にほとんど手付かずの料理がテーブルに溢れていました。当然
宴会場はそれを廃棄することでしょう。食べ物を平気で残している組織に、奉仕の理想を語る資格があるの
でしょうか？「食べ物を粗末にするな」と胸を張って言えるのでしょうか。
 （上記を投稿された新発田クラブは50周年式典の際、会長の英断で、登録料無料、ただしアルコールは一切
　出さず、食事は軽食だけにしたそうです。さて、皆さんはどう受け止められたでしょうか。）

言いたい・聞きたい「二人だけの小さな炉辺会談」より。
　ロータリアンとその奥様の会話が記載されています。
ロータリー活動の根本的な問題点を奥様につつかれている様子が伺えますね。

地区協議会補足 会長エレクト　　藤堂　孝一 君
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